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日
台
稲
門
会
会
長 

岩
永 

康
久 

（
昭
和
四
四
年
・
政
経
） 

会
長
就
任
一
年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
関
係

各
位
の
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の
場
を
借
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
一
年
特
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
の
は
、「
老
壮
若
」
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
会
の

構
成
、
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
備
で
し
た
。
各

種
行
事
に
は
日
台
の
学
生
に
も
参
加
を
呼
び
掛

け
、
若
手
会
員
の
入
会
も
増
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
一
新
し
て
い
ま
す
。
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
見
て

下
さ
い
（http://nittai-toum

on.com
/

）。 

挨
拶
は
さ
て
置
き
、
本
稿
で
は
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
に

絡
ん
だ
日
台
中
の
関
係
に
つ
き
以
下
述
べ
て
見

た
い
と
思
い
ま
す
。 

四
月
二
五
日
に
馬
英
九
総
統
と
蔡
英
文
民
進

党
主
席
の
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
に
関
す
る
テ
レ
ビ
討
論
が

開
催
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
は
一
般
に
言
わ
れ
る

Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
と
同
じ
だ
が
、
Ｆ

Ｔ
Ａ
は
国
家
間
協
定
に
な
る
た
め
中
国
が
Ｆ
Ｔ

Ａ
な
る
言
葉
の
使
用
に
反
対
。
一
方
台
湾
に
と

っ
て
は
中
国
・
香
港
間
で
結
ば
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ａ

（
一
国
両
制
前
提
）
は
受
け
ら
れ
な
い
。
従
い

Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
は
実
体
と
し
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
同
じ
と
考

え
て
良
い
。
馬
政
権
に
な
っ
て
中
台
和
解
が
推

進
さ
れ
、
今
や
台
湾
の
貿
易
に
占
め
る
中
国
の

比
率
は
四
〇
％
を
超
え
る
。
馬
政
権
は
Ｅ
Ｃ
Ｆ

Ａ
締
結
を
六
月
目
処
に
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
台
湾
住
民
は
余
り
に
急
速
に
進
む
中
国
と

の
関
係
強
化
に
不
安
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

ス
ピ
ー
ド
で
行
く
と
中
国
に
併
呑
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
ば
か
り
で
な
く
、

失
業
率
の
増
大
、
中
国
農
産
品
の
輸
入
増
＝
農

薬
汚
染
等
に
よ
る
食
の
不
安
が
あ
り
、
各
種
世

論
調
査
で
も
反
対
論
が
過
半
数
を
占
め
る
。
馬

総
統
は
国
民
の
支
持
を
得
た
上
で
進
め
る
と
の

発
言
を
し
て
お
り
、
今
回
の
党
首
会
談
に
繋
が

っ
た
が
、
結
果
は
痛
み
分
け
と
な
っ
た
。
で
は

Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
は
本
当
に
台
湾
に
必
要
だ
ろ
う
か
？

結
論
か
ら
言
え
ば
「
中
国
の
台
湾
孤
立
化
政
策

が
成
功
し
た
現
状
を
考
慮
す
れ
ば
や
む
を
得
な

い
選
択
」
と
考
え
る
。 

し
か
し
、
台
湾
は
外
貨
持
ち
高
で
世
界
第
四

位
、
貿
易
総
額
で
世
界
第
十
八
位
に
位
置
す
る

大
き
な
存
在
で
あ
り
、
台
湾
の
出
口
が
中
国
の

み
に
絞
ら
れ
た
形
は
ア
ジ
ア
・
世
界
経
済
に
と

っ
て
も
好
ま
し
く
な
い
。
特
に
日
本
に
と
っ
て

台
湾
は
世
界
第
四
位
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
、
自
由
貿
易
交
渉
で
出
遅
れ
て
い
る
日
本
に

と
っ
て
は
よ
り
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

も
と
も
と
日
台
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
話
は
二
〇
〇
一
年

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
で
当
時
の
平
沼
経
産
大
臣
、
林

信
義
経
済
部
長
の
間
で
前
に
進
め
よ
う
と
の
話

が
出
た
。
し
か
し
中
国
の
反
対
で
そ
の
後
進
展

し
て
い
な
い
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
か
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連

携
協
定
）
は
本
来
経
済
問
題
。
台
湾
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ

（
世
界
貿
易
機
構
）
に
も
加
盟
し
て
お
り
、
台

湾
と
日
本
が
経
済
協
定
を
結
ぶ
事
は
問
題
な
い
。

確
か
に
政
府
間
協
定
に
す
る
事
は
無
理
が
あ
ろ

う
が
、
実
質
的
な
双
方
の
代
表
機
関
で
あ
る
亜

東
関
係
協
会―

交
流
協
会
で
締
結
す
る
こ
と
は

筋
の
通
っ
た
話
で
あ
り
、
批
判
を
受
け
る
筋
の

も
の
で
は
な
い
。
現
状
よ
り
判
断
す
れ
ば
、
中

台
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
協
定
が
先
行
す
る
だ
ろ
う
が
、
そ

の
後
台
湾
と
し
て
は
他
の
国
々
と
の
経
済
協
定

を
進
め
て
行
く
事
に
な
ろ
う
。
そ
の
際
、
中
国

は
こ
れ
ま
で
同
様
反
対
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
日

本
は
如
何
に
対
応
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
私
は
中

国
の
大
人
の
対
応
を
望
み
た
い
。
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
締

結
を
し
た
後
で
も
中
国
が
反
対
を
続
け
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
自
国
利
益
優
先
を
前
面
に
出
し
過

ぎ
る
中
国
の
傲
慢
な
や
り
方
に
対
す
る
国
際
批

判
を
強
め
る
事
に
な
ろ
う
。 

Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
協
定
に
出
遅
れ
て
い
る
日

本
の
立
場
と
し
て
も
自
国
経
済
が
低
迷
す
る
中
、

何
時
ま
で
も
中
国
と
の
軋
轢
を
避
け
る
事
に
気

を
取
ら
れ
過
ぎ
て
、
結
果
的
に
自
国
の
経
済
が

さ
ら
に
弱
ま
っ
て
行
く
事
態
は
最
早
許
容
さ
れ

な
い
。
経
済
構
造
が
似
通
っ
た
台
湾
と
（
出
来

れ
ば
韓
国
も
含
め
て
）
締
結
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る
。
台
・
韓
と
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
協
定
で
問

題
に
な
る
農
業
問
題
も
少
な
い
。
一
方
、
韓
国

と
は
歴
史
問
題
が
あ
る
か
ら
と
の
意
見
が
出
や

す
い
が
、
今
の
世
界
情
勢
は
こ
の
よ
う
な
問
題

に
囚
わ
れ
続
け
る
事
を
許
す
状
況
で
は
な
い
。

こ
れ
は
日
本
だ
け
で
な
く
韓
国
に
も
言
え
る
こ

と
。日
韓
台
合
わ
せ
る
と
二
億
の
人
口
と
な
り
、

自
由
民
主
の
先
進
経
済
地
域
と
し
て
大
き
な
市

場
規
模
に
な
る
。
勿
論
隣
国
中
国
と
の
協
定
も

急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
農
業
他
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
あ
り
協
定
締
結
ま
で
は
時
間
を
要

し
よ
う
。
世
界
で
は
Ｅ
Ｕ
・
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
―
中
印
な
ど
の
経
済
協
定
が
着
々
と

進
ん
で
お
り
、
先
ず
は
隣
り
合
わ
せ
の
日
韓
台

で
結
び
つ
く
事
が
肝
要
と
考
え
る
。
そ
の
為
に

は
日
本
政
府
の
毅
然
と
し
た
対
応
が
必
要
で
あ

り
、
現
状
の
よ
う
に
内
向
き
な
議
論
で
迷
走
す

る
政
治
は
許
さ
れ
な
い
。
二
五
年
～
百
年
後
の

日
本
の
姿
を
想
定
し
、
現
在
の
政
策
決
定
に
過

ち
の
な
い
よ
う
に
期
待
し
た
い
。 

「
会
長
就
任
一
年
で
思
う
事
」 

中
台
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
協
定
と
今
後
の
日
台
対
応
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《 

特
別
寄
稿 

》 
   

台
湾
の
ほ
と
ん
ど
の
日
系
企
業
が
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
萬
国
法
律
事
務
所
の
頼
浩
敏

先
生
は
現
在
事
務
所
を
離
れ
、
中
央
選
挙
委
員

会
主
任
委
員
（
内
閣
閣
僚
）
の
重
責
を
担
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
特
別
寄
稿
を

頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

        

賴 

浩
敏 

は
じ
め
に 

民
主
政
治
と
は
国
民
の
意
志
を
実
現
す
る
政

治
で
あ
り
、
主
権
が
国
民
に
あ
り
、
ま
た
、
選

挙
は
国
民
が
政
治
に
参
加
す
る
最
大
の
機
会
で

あ
っ
て
民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。
国
の
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
、
自
由

で
公
平
な
選
挙
を
通
し
て
、
自
ら
の
国
や
地
方

に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
忠
実
に
反
映
し
、
適

正
に
執
行
で
き
る
者
を
選
出
で
き
る
こ
と
は
、

民
主
国
家
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
課
題
で
す
。

台
湾
は
民
主
選
挙
の
洗
礼
を
受
け
、
政
治
は
と

っ
く
に
権
威
主
義
政
体
か
ら
民
主
主
義
政
体
に

替
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇

八
年
の
二
回
の
政
権
交
代
を
経
て
、
本
格
的
な

政
党
政
治
に
定
型
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

人
民
参
政
権
の
守
護
者 : 

独
立
且
つ
公
正
な

中
央
選
挙
委
員
会 

憲
法
に
基
づ
き
民
主
法
治
及
び
人
民
参
政
権

を
保
障
す
る
本
旨
を
貫
徹
す
る
た
め
、
二
〇
〇

九
年
六
月
一
〇
日
、
中
央
選
挙
委
員
会
組
織
法

が
制
定
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
制
定

に
よ
り
、
中
央
選
挙
委
員
会
に
独
立
機
構
と
い

う
法
的
地
位
が
賦
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
台

湾
の
民
主
選
挙
の
競
争
の
公
平
性
及
び
国
民
の

政
府
に
対
す
る
信
頼
の
向
上
と
密
接
な
関
連
性

が
あ
り
、
そ
の
意
義
は
非
常
に
重
大
で
す
。 

こ
の
組
織
法
の
条
文
の
規
定
に
よ
る
と
、
中

央
選
挙
委
員
会
は
主
に
、
正
、
副
総
統
を
含
む

全
国
公
職
人
員
の
選
挙
、
罷
免
及
び
公
民
投
票

事
務
の
総
合
計
画
、
処
理
及
び
指
揮
監
督
な
ど

を
掌
理
し
、
委
員
九
人
か
ら
十
一
人
で
構
成
さ

れ
、
そ
の
内
の
一
人
が
主
任
委
員
（
日
本
の
大

臣
に
相
当
）、
一
人
が
副
主
任
委
員
で
、
い
ず
れ

も
行
政
院
院
長
（
日
本
の
内
閣
総
理
大
臣
に
相

当
）
が
指
名
、
立
法
院
（
日
本
の
国
会
に
相
当
）

の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
ま
す
。
委
員
の
任
期

は
四
年
で
、
一
回
連
任
で
き
ま
す
。
同
一
政
党

に
所
属
す
る
者
の
比
率
は
委
員
総
数
の
三
分
の

一
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、
且
つ
任
期
中
は
い
か

な
る
政
党
活
動
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
選
挙
委
員
会
の
下

に
各
特
別
市
、
県
（
市
）
で
、
市
、
県
（
市
）

選
挙
委
員
会
を
置
き
、
中
央
選
挙
委
員
会
の
指

揮
監
督
の
下
で
選
挙
、
罷
免
、
公
民
投
票
の
事

務
を
遂
行
し
ま
す
。
中
央
選
挙
委
員
会
が
独
立

機
構
に
改
制
さ
れ
た
後
、
行
政
院
の
呉
敦
義
院

長
が
、
最
初
の
主
任
委
員
に
な
る
人
選
は
、
こ

の
委
員
会
の
超
然
、
独
立
、
公
正
の
立
場
及
び

イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る
の
に
極
め
て
重
要
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
す
か
ら
、
一
緒
に
台
湾
の

た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
、
と
わ
た
く
し
に
仰

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
呉
院
長
の
強
力
な

要
請
で
、
わ
た
く
し
は
二
〇
〇
九
年
十
一
月
四

日
に
中
央
選
挙
委
員
会
法
制
化
後
首
任
の
主
任

委
員
と
な
り
、
微
力
な
が
ら
、
台
湾
の
公
正
、

明
る
い
且
つ
清
潔
な
選
挙
に
尽
力
す
る
こ
と
を

開
始
し
ま
し
た
。 

理
念
と
堅
持 

主
任
委
員
に
着
任
す
る
前
の
二
〇
年
も
わ
た

く
し
は
無
党
派
の
身
分
で
同
委
員
会
の
委
員
を

務
め
、
台
湾
の
公
職
選
挙
と
民
主
政
治
の
発
展

に
随
分
長
い
時
間
参
与
し
て
き
ま
し
た
。
他
の

諸
国
に
比
べ
る
と
、
台
湾
は
二
大
政
党
の
政
治

主
張
が
著
し
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
表
面
上
は

多
く
の
人
民
が
現
状
維
持
を
希
望
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
潜
在
的
に
は
両
党
の
中
国
に
対
す

る
態
度
、
即
ち
中
国
に
対
し
「
敵
対
的
」
か
「
友

好
的
」
か
の
政
治
意
識
形
態
に
根
深
い
も
の
が

あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
終
極
的
に
は

「
統
一
か
独
立
か
」の
対
立
的
な
政
治
生
態
下
、

台
湾
の
選
挙
は
他
国
よ
り
激
烈
で
、
熱
狂
で
、

複
雑
で
す
。
従
っ
て
、
選
挙
機
関
が
如
何
に
独

立
、超
然
の
立
場
を
堅
持
し
、法
に
よ
り
公
正
、

公
平
、
公
開
の
原
則
に
基
づ
い
て
選
挙
業
務
を

行
い
、
も
っ
て
選
挙
結
果
の
真
実
を
確
保
し
、

人
民
の
政
府
に
対
す
る
信
頼
を
維
持
す
る
か
は
、

実
に
厳
し
い
試
練
で
す
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の

下
、
立
法
院
が
わ
た
く
し
に
対
す
る
同
意
権
を

行
使
し
た
時
、
わ
た
く
し
は
、
主
任
委
員
に
な

っ
た
な
ら
自
ら
の
基
本
理
念
は
「
国
家
、
人
民

及
び
法
律
に
忠
誠
を
尽
く
す
こ
と
だ
」と
述
べ
、

メ
デ
ィ
ア
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
時
も
、

「
わ
た
く
し
の
心
の
中
に
は
藍
（
国
民
党
を
指

す
）
も
緑
（
民
進
党
を
指
す
）
も
な
く
、
黒
（
非

を
指
す
）
と
白
（
是
を
指
す
）
の
み
あ
る
」
と

答
え
ま
し
た
。
こ
の
数
か
月
、
台
湾
で
は
、
県

市
長
、
県
市
議
員
及
び
郷
鎮
市
長
の
同
日
選
挙

及
び
三
回
の
立
法
委
員
補
選
が
順
調
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
、
今
年
十
一
月
二
七
日
の
五

つ
の
特
別
市
の
市
長
と
議
員
の
選
挙
の
準
備
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
選

挙
業
務
に
携
わ
る
全
人
員
を
指
揮
し
て
、
一
貫

し
た
理
念
を
持
っ
て
任
務
を
遂
行
し
て
参
る
決

意
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

                                   

祝 早稲田大学校友会日台稲門会 

会報第１３号 発刊 

中華民国 台北駐日經濟文化代表處 

代 表 馮 寄 台 

東京都港区白金台５－２０－２ 

電話 ０３（３２８０）７８１１ 

台
湾
民
主
選
挙
の
新
し
い
画
期
的
出
来
事 

― 

独
立
選
挙
機
関
の
成
立 
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早
稲
田
大
学
オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー 

講
師 

早
稲
田
大
学
台
湾
研
究
所 

客
員
研
究
員 

岩
永 

康
久 

三
月
八
日
～
十
二
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
十
六
名
の
ゼ
ミ
生
を

連
れ
て
台
湾
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
左
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

李
登
輝
元
総
統
と
の
面
談
に
は
早
稲
田
よ
り

台
湾
大
学
に
留
学
し
て
い
る
六
名
も
現
地
参
加
。

李
総
統
は
小
生
ゼ
ミ
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
事
前
に

読
み
た
い
の
で
送
っ
て
く
れ
と
の
要
請
あ
り
、

事
前
に
全
て
目
を
通
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

李
総
統
の
講
演
に
始
ま
り
、
学
生
の
レ
ポ
ー

ト
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
、
質
疑
応
答
と
当
初
予

定
の
一
時
間
を
超
え
、
お
付
き
の
方
の
制
止
も

無
視
し
て
、面
談
は
二
時
間
半
に
及
び
ま
し
た
。

李
総
統
か
ら
は
「
早
稲
田
の
学
生
が
こ
れ
ほ
ど

台
湾
の
状
況
を
的
確
に
理
解
し
て
く
れ
て
い
る

と
は
嬉
し
い
、
あ
り
が
と
う
、
こ
れ
か
ら
も
宜

し
く
」
と
の
お
言
葉
が
あ
り
、
集
合
写
真
で
は

小
生
の
手
を
握
り
し
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
台
北
稲
門
会
の
招
待
で
夕
食
を
ご
馳

走
に
な
り
、
会
は
盛
り
上
が
り
、
終
わ
っ
た
の

は
十
時
半
、
ア
ッ
と
言
う
間
の
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
で
ご

面
談
い
た
だ
い
た
方
々
は
政
財
界
で
も
見
識
の

高
い
方
ば
か
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
談
に
内

容
・
味
が
あ
り
、
詳
述
し
た
い
所
で
す
が
ス
ペ

ー
ス
の
関
係
上
叶
わ
ず
残
念
で
す
。
ま
た
、
総

統
府
、
二
二
八
記
念
館
を
案
内
し
て
く
れ
た
蕭

錦
文
氏
は
酒
井
充
子
監
督
の
「
台
湾
人
生
」
に

も
登
場
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
学
生
の
な
か
に

は
日
本
の
戦
後
教
育
の
中
で
加
害
者
意
識
を
持

ち
続
け
て
い
た
者
も
お
り
、
い
ろ
い
ろ
考
え
る

事
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
比
較
的
高
齢
な
方

ば
か
り
で
な
く
、
台
湾
の
学
生
（
若
者
）
の
対

応
も
非
常
に
親
日
的
で
、
中
・
韓
の
歴
史
批
判

と
は
違
う
、
客
観
的
事
実
に
基
づ
く
台
湾
の
肯

定
的
歴
史
観
が
あ
る
事
を
自
分
の
目
で
確
か
め

る
事
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

こ
れ
か
ら
は
過
去
に
囚
わ
れ
過
ぎ
ず
、
自
信

を
持
っ
て
外
国
と
交
わ
っ
て
行
き
た
い
と
発
言

す
る
者
も
お
り
、「
台
湾
」
に
付
い
て
一
つ
の
回

答
を
見
い
だ
せ
た
研
修
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

  

お
知
ら
せ 

 

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た 

 

是
非
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。 

URL: http://nittai-toum
on.com

/
 

 

イ
ベ
ン
ト
予
定
、
イ
ベ
ン
ト
報
告
、
ニ

ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
、
発
足
以
来
の
活
動
記
録
な
ど
が
主
な

内
容
で
す
。
そ
の
他
、
早
稲
田
大
学
台
湾

校
友
会
、
台
北
稲
門
会
、
早
稲
田
大
学
台

湾
研
究
所
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
最
近
の

情
報
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
は
こ
れ
か
ら
で
す

が
、ま
す
ま
す
充
実
を
図
っ
て
ゆ
き
ま
す
。 

担
当
幹
事 

阪
根
嘉
苗 

 

日 曜 スケジュール 
台湾三菱商事（小椋董事長）訪問 8 月 
三三会（台湾財界）主催の夕食会 
台灣總統府、二二八紀念館（蕭錦文氏案内）見学 
外交部・亞東關係協會（彭榮次會長）訪問 
台灣大学にて日台学生会議との討論会 

9 火 

台灣大学生との夕食・交流会 
自由時報（呉阿明会長）訪問、台灣大学生も参加 
李登輝・元総統を訪問 

10 水 

台北稲門会と夕食会（古都食堂・吉林路205號） 
台灣高鐵にて、台南）統一企業へ 
台南にて統一企業（林蒼生・総裁）主催の昼食会 
台南科學工業園區見学 
奇美實業訪問 

11 木 

赤崁樓、延平郡王祠（鄭成功廟）観光 

「
岩
永
台
湾
講
座
生
台
湾
研
修
」 
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梶
山
憲
一
（
昭
和
五
三
年
・
社
学
） 

日
台
稲
門
会
は
、
台
湾
駐
在
経
験
の
あ
る
方

が
中
心
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
私

に
は
台
湾
で
暮
ら
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
台
湾
で
の
滞
在
日
数
は
、
延
べ
五
百
日

以
上
に
は
な
る
と
思
い
ま
す
。
二
十
年
前
の
一

九
九
〇
年
三
月
に
初
め
て
台
湾
を
訪
れ
て
か
ら
、

い
わ
ば
台
湾
に
ハ
マ
り
、
何
度
も
台
湾
へ
と
渡

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

何
度
で
も
台
湾
へ
行
き
た
い
と
い
う
思
い
で
、

安
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
移
動
に
タ
ク
シ
ー
は
め

っ
た
に
使
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
旅
行
で
し
た
。

当
然
、
そ
の
こ
ろ
は
林
森
北
路
の
高
級
な
店
に

は
近
づ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。
た
だ

酒
は
好
き
な
ほ
う
で
、
師
大
路
あ
た
り
の
学
生

が
行
く
よ
う
な
飲
み
屋
や
、
雙
城
街
の
バ
ー
に

は
よ
く
足
を
踏
み
入
れ
た
も
の
で
す
。 

ま
た
、
旅
行
と
い
っ
て
も
観
光
地
に
は
あ
ま

り
行
か
ず
、
台
北
の
街
を
た
だ
歩
き
ま
わ
っ
た

り
、「
台
灣
筆
會
（
ペ
ン
ク
ラ
ブ
）」
の
会
合
に

出
た
り
、
台
湾
の
作
家
を
訪
ね
た
り
と
い
っ
た

も
の
で
し
た
。
や
や
変
わ
っ
た
旅
行
者
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
雑
誌
な
ど
か
ら
台
湾
に
関
す
る
記

事
の
注
文
を
受
け
、
そ
の
取
材
と
称
し
て
台
湾

へ
行
っ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。「
仕
事
」
だ

と
家
人
へ
の
理
由
に
す
る
た
め
と
、
そ
の
原
稿

料
で
、
家
計
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
で
し

た
（
笑
）。 

こ
う
し
て
私
は
台
湾
に
さ
ら
に
深
入
り
し
て

い
き
ま
し
た
。
書
籍
編
集
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
経
て
二
〇
〇
〇
年
に
潜
り
込

ん
だ
現
在
の
会
社
で
は
、
台
湾
に
関
す
る
書
籍

を
次
々
に
出
し
て
い
ま
す
。
前
号
で
写
真
掲
載

さ
れ
た
『
片
倉
佳
史
の
台
湾
新
幹
線
で
行
く
台

南
・
高
雄
の
旅
』
は
、
そ
う
し
た
書
籍
の
一
冊

で
す
。
ま
た
二
〇
〇
三
年
に
は
、
日
本
在
住
の

ま
ま
月
刊
「
な
～
る
ほ
ど
・
ザ
・
台
湾
」
の
編

集
長
に
な
り
、数
年
を
経
て
同
誌
顧
問
と
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
日
台
稲
門
会
に
入
会
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
台
湾
と
の
つ
な
が
り
の
間
口
を
広
げ

ら
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
み
な
さ
ま
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                  

十
五
年
余
り
前
、
旅
行
者
と
し
て
台
湾
へ
通
っ
て
い
た
こ
ろ
の
一
枚
。

左
か
ら
、
民
進
党
の
謝
長
廷
氏
、
私
、
二
二
八
事
件
な
ど
の
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
『辛
酸
六
十
年
』の
著
者
・鍾
逸
人
氏
、
九
六
年
の
民
進
党
の

総
統
候
補
・彭
明
敏
氏
。
と
あ
る
宴
席
に
て
。 

    

台
北
稲
門
会 

事
務
局 

長
田 

こ
の
会
報
が
発
行
さ
れ
る
五
月
中
旬
か
ら
六

月
に
か
け
て
、
独
断
で
は
あ
り
ま
す
が
台
湾
旅

行
に
一
番
相
応
し
い
季
節
で
す
。
日
台
稲
門
会

の
み
な
さ
ま
！
今
す
ぐ
旅
行
日
程
を
立
案
下
さ

い
！ 

 

■
気
候 

こ
の
時
期
初
夏
の
装
い
の
台
北
で
す
が
、
ま

だ
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
な
の
で
、
比
較
的
気
候
は

安
定
し
て
い
ま
す
。
日
本
か
ら
見
れ
ば
、
梅
雨

の
心
配
を
さ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
年
中
を
通
し

て
多
湿
な
気
候
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
、

特
別
に
気
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し

ず
つ
日
差
し
も
強
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
ま
だ

夏
の
そ
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

■
食
べ
物 

食
が
台
湾
旅
行
の
醍
醐
味
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
台
湾
料
理
や
各
種
中

華
料
理
は
、
季
節
に
よ
っ
て
大
き
く
趣
を
変
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
果
物
は
端
的
に
そ

の
季
節
を
映
し
出
し
ま
す
。
特
に
こ
の
時
期
か

ら
夏
に
か
け
て
は
、
み
ず
み
ず
し
く
香
り
高
い

果
物
が
目
白
押
し
で
す
。
人
気
の
マ
ン
ゴ
ー
、

ラ
イ
チ
そ
し
て
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
ス
イ
カ
な
ど

余
す
こ
と
な
く
全
て
楽
し
め
る
の
が
、
こ
の
時

期
で
す
。
近
年
、
品
種
改
良
の
進
歩
が
め
ざ
ま

し
く
、
ど
ん
ど
ん
美
味
し
く
な
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。 

                                   

「
台
湾
好
き
が
昂
じ
て
」 

日本語教育と進学指導の JET 
●大学院進学コース ●大学進学コース 
●日本語コース ●短期コース 

学校法人 JET 日本語学校 

理事長 金 美齢 (昭和46 年文研博士単位終了 元早大講師) 
校 長 井上靖夫 (昭和60 年一文卒 早大大学院講師) 

東京都北区滝野川7-8-9 TEL.03-3916-2101 

Email: info@jet.ac.jp  Homepage: http://jet.ac.jp/ 

台
北
稲
門
会
だ
よ
り

「
今
の
季
節
が
オ
ス
ス
メ
台
湾
旅
行
」
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■
行
事 

今
年
六
月
十
六
日
が
端
午
節
で
、
三
大
節
句

の
一
つ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
粽(

ち
ま

き)

を
作
っ
て
、
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
街

に
も
粽
が
あ
ふ
れ
ま
す
。
食
事
に
な
る
も
の
、

デ
ザ
ー
ト
と
し
て
味
わ
う
も
の
、
粽
三
昧
と
い

う
の
も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
台
湾
各
地
の
河
川
で
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー

ト
大
会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
台
湾
全
土
が
活
気

付
き
ま
す
。
河
川
傍
の
茶
芸
館
で
台
湾
茶
を
楽

し
み
な
が
ら
、
ボ
ー
ト
大
会
観
戦
と
洒
落
込
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

 

■
レ
ジ
ャ
ー 

早
慶
戦
ゴ
ル
フ
参
戦
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

今
回
は
六
月
五
日(

土)

、
お
馴
染
み
の
老
淡
水

で
の
開
催
で
す
。
初
夏
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ

る
意
味
我
々
台
北
稲
門
会
が
一
番
熱
く
な
る
時

で
す
。
台
北
稲
門
会
出
身
で
あ
れ
ば
参
加
可
能

で
す
し
、
ゲ
ス
ト
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
是
非

ご
参
加
下
さ
い
！ 

こ
れ
ら
以
外
に
も
台
湾
茶
を
楽
し
ん
だ
り
、

故
宮
博
物
院
や
台
北
１
０
１
な
ど
数
々
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
皆
様
の
來
台
を
待
っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
台
北
稲
門
会
に
も
一
声
お
か
け
く
だ
さ

い
。
今
一
番
ホ
ッ
ト
な
台
北
を
ご
案
内
致
し
ま

す
。
台
湾
・
台
北
を
も
っ
と
も
っ
と
好
き
に
な

っ
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

    

片
倉 

佳
史 

貴
会
、
そ
し
て
諸
先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
の
ご
清
栄
の
こ
と
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
交
通
新
聞
社
か
ら
『
台
湾
鉄
路

と
日
本
人
』
と
い
う
新
刊
を
出
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
ご

挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

本
書
は
台
湾
の
鉄
道
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
た
一
冊
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
周
知
の
よ

う
に
、
台
湾
の
鉄
道
の
大
部
分
が
日
本
統
治
時

代
に
敷
設
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
も
重
要
な
交

通
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。
島
の
南
北
を
結
ぶ

縦
貫
鉄
道
や
阿
里
山
森
林
鉄
道
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
運
搬
を
目
的
に
敷
設
さ
れ
た
製
糖
鉄
道
な
ど

が
あ
る
ほ
か
、
最
近
で
は
新
幹
線
の
技
術
が
初

め
て
海
外
で
導
入
さ
れ
た
「
台
湾
高
速
鉄
路
」

も
ま
た
、
日
本
と
関
わ
り
の
深
い
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

台
湾
は
日
本
が
初
め
て
得
た
海
外
領
土
で
す

が
、
そ
の
経
営
に
は
様
々
な
困
難
が
伴
い
ま
し

た
。
鉄
道
に
関
し
て
も
、
亜
熱
帯
特
有
の
疫
病

を
は
じ
め
、
湿
地
や
荒
野
を
切
り
ひ
ら
く
難
し

さ
、
ま
た
、
地
元
住
民
と
の
葛
藤
も
断
続
的
に

繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
開
業
後
に
つ
い
て
も
、

予
期
し
得
ぬ
自
然
の
猛
威
に
晒
さ
れ
、
苦
難
は

想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

今
、
台
湾
で
は
郷
土
史
探
究
や
歴
史
建
築
探

訪
が
一
種
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
産
業

遺
産
の
保
存
に
も
熱
心
な
土
地
柄
で
す
が
、
台

湾
の
人
々
は
謙
虚
に
先
人
た
ち
の
努
力
へ
敬
意

を
払
い
、
歴
史
を
正
面
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。こ
れ
は
鉄
道
に
つ
い
て
も
、

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

本
書
で
は
基
隆
（
き
い
る
ん
）
と
高
雄
を
結

ぶ
縦
貫
鉄
道
を
は
じ
め
、
集
集
線
や
平
渓
線
と

い
っ
た
支
線
、
製
糖
鉄
道
や
森
林
鉄
道
、
台
車

軌
道
と
呼
ば
れ
た
ト
ロ
ッ
コ
な
ど
、
そ
の
歩
み

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

巻
頭
に
は
日
本
統
治
時
代
と
現
在
の
鉄
道
路

線
図
、
巻
末
に
は
詳
細
な
鉄
道
史
年
表
を
付
け

て
み
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
後
に
改
称
さ
れ
た
駅

名
一
覧
や
戦
前
の
路
線
図
や
時
刻
表
、
四
〇
点

を
数
え
る
古
写
真
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

第
五
章
で
は
台
湾
版
鉄
道
唱
歌
と
言
わ
れ
る

『
台
湾
周
遊
唱
歌
』
の
全
歌
詞
を
解
説
付
き
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
九
〇
章
か
ら
成

り
立
ち
、
台
湾
各
地
の
風
物
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
そ
の
詳
し
さ
は
本
家
の
鉄
道
唱
歌
を
上
回

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
お
な
じ
み
の

鉄
道
唱
歌
の
旋
律
で
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
口
ず
さ
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

本
書
の
執
筆
に
あ
た
り
、
私
は
数
十
名
の
鉄

道
員
Ｏ
Ｂ
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
き
ま
し
た
。

ど
の
方
も
自
ら
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
職
務

に
邁
進
し
た
日
々
を
克
明
に
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
植
民
地
統
治
の
実
態
は
複
雑
を
極
め
ま
す

が
、
台
湾
の
方
々
と
日
本
人
が
と
も
に
暮
ら
し

た
半
世
紀
を
本
書
か
ら
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 

以
上
、
新
刊
の
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
書
が
皆
さ
ん
の
「
台
湾
体
験
」
の

お
と
も
に
な
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
っ
て
お
り

ま
す
。 

『
台
湾
鉄
路
と
日
本
人
―
線
路
に
刻
ま
れ
た

日
本
の
軌
跡
』 

交
通
新
聞
社
新
書 

著
者 

片
倉
佳
史 

定
価 
八
四
〇
円 

http://w
w

w
.kotsu.co.jp/book/shinsyo/

013.htm
l 
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三
月
二
七
日
（
土
曜
日
）
付
朝
日
新
聞
朝
刊

に
台
湾
高
座
会
に
つ
い
て
の
特
集
記
事
が
あ
り
、

某
幹
事
よ
り
是
非
紹
介
す
る
よ
う
希
望
が
あ
っ

た
の
で
、
石
川
公
弘
・
前
会
長
（
現
・
顧
問
）

の
了
解
の
も
と
要
約
し
ま
す
。 

歴
史
を
歩
く 

外
岡
秀
俊
（
編
集
委
員
） 

台
湾
少
年
工 

 

（
神
奈
川
県
大
和
市
） 

『
き
っ
か
け
は
偶
然
の
重
な
り
か
ら
だ
っ
た
。

一
九
九
二
年
五
月
、
神
奈
川
県
大
和
市
の
市
議

会
議
長
だ
っ
た
石
川
公
弘
さ
ん
（
七
五
）
は
、

台
湾
か
ら
の
訪
問
団
を
迎
え
た
。
今
の
大
和
、

座
間
市
な
ど
に
ま
た
が
る
場
所
に
あ
っ
た
高
座

海
軍
工
廠
で
働
い
た
元
少
年
工
た
ち
が
、
再
訪

す
る
旅
の
途
中
だ
っ
た
。 

「
私
も
あ
そ
こ
で
暮
ら
し
ま
し
た
」 

石
川
さ
ん
が
言
う
と
、
先
方
は
驚
き
の
声
を

あ
げ
た
。「
で
は
、
あ
の
石
川
先
生
の
息
子
さ
ん

で
す
か
」 

石
川
さ
ん
の
父
、
明
雄
さ
ん
は
、
寄
宿
舎
の

五
人
の
舎
監
の
一
人
と
し
て
少
年
工
の
面
倒
を

見
た
。
石
川
さ
ん
も
同
じ
敷
地
に
住
み
、
大
食

堂
で
少
年
工
と
肩
を
並
べ
た
。 

「
も
し
あ
の
日
市
長
が
在
籍
し
て
い
た
ら
、
議

長
の
私
が
会
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ま
っ
た
く

の
偶
然
で
し
た
」』 

石
川
さ
ん
は
台
湾
で
開
か
れ
た
少
年
工
の
同

窓
会
「
台
湾
高
座
会
」
に
招
か
れ
、
李
雪
峰
会

長
（
八
三
）
か
ら
「
渡
航
五
〇
周
年
の
来
年
は
、

ぜ
ひ
第
二
の
故
郷
、大
和
で
大
会
を
開
き
た
い
」

と
頼
ま
れ
た
。
そ
し
て
九
三
年
六
月
、
元
少
年

工
ら
一
三
〇
〇
人
が
、
四
〇
台
の
バ
ス
を
連
ね

て
大
和
市
を
訪
れ
、
日
本
側
も
一
八
〇
〇
人
が

集
ま
っ
て
歓
迎
し
た
。 

※ 
 
 
 
 

※ 

日
本
の
敗
色
が
濃
く
な
っ
て
き
た
四
三
年
、

迎
撃
戦
闘
機
「
雷
電
」
の
製
造
を
目
的
に
高
座

海
軍
工
廠
が
建
て
ら
れ
、
動
員
さ
れ
不
足
す
る

工
員
の
穴
を
埋
め
た
の
が
台
湾
少
年
工
た
ち
だ

っ
た
。
三
年
勉
強
し
二
年
実
習
す
れ
ば
、
旧
制

中
学
と
同
等
の
卒
業
資
格
を
与
え
る
と
の
条
件

に
希
望
者
が
殺
到
、
厳
し
い
選
抜
を
経
た
八
〇

〇
〇
人
の
工
員
の
大
半
は
、
国
民
学
校
高
等
科

の
在
籍
者
か
卒
業
生
。
指
導
者
と
し
て
旧
制
中

学
生
四
〇
〇
人
も
加
わ
っ
た
。
実
際
は
技
師
ら

を
養
成
し
て
い
る
余
裕
な
ど
な
く
、
少
年
た
ち

は
各
地
の
工
場
で
働
き
な
が
ら
技
術
を
学
び
、

高
座
に
戻
っ
て
三
交
代
で
戦
闘
機
づ
く
り
に
従

事
し
た
。
製
造
し
た
雷
電
、
一
二
八
機
。 

敗
戦
と
と
も
に
少
年
工
の
管
理
は
海
軍
省
か

ら
厚
生
省
、さ
ら
に
神
奈
川
県
に
移
さ
れ
た
が
、

八
四
〇
〇
人
を
世
話
す
る
事
務
官
は
一
人
だ
け

だ
っ
た
。
混
乱
の
中
で
、
み
ん
な
を
諭
し
た
の

は
石
川
明
雄
さ
ん
だ
っ
た
。 

「
舎
監
は
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

た
。
身
の
振
り
方
を
考
え
ろ
、
と
い
わ
れ
、
自

治
会
を
つ
く
り
ま
し
た
」。李
会
長
が
振
り
返
る
。 

※ 
 
 
 
 
 

※ 

苦
難
の
日
々
を
過
ご
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

元
少
年
工
に
は
今
も
親
日
家
が
多
い
。 

「
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
と
い
う
人
も
い
た
が
、

戦
局
の
悪
化
で
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ

う
。
給
料
を
貰
っ
て
い
た
し
、
厳
し
い
生
活
は

誰
も
同
じ
だ
っ
た
」
と
、
台
湾
高
座
会
の
謝
清

松
秘
書
長
（
八
〇
）
は
話
す
。
大
陸
か
ら
逃
れ

て
き
た
国
民
党
政
権
が
本
省
人
を
弾
圧
し
た
こ

と
も
昔
を
懐
か
し
む
土
壌
と
な
っ
た
。
戒
厳
令

下
で
は
同
窓
組
織
を
作
る
こ
と
も
で
き
な
い
。 

高
座
工
廠
技
師
だ
っ
た
故
・
早
川
金
次
氏
が

大
和
に
、「
戦
没
台
湾
少
年
工
の
慰
霊
碑
」
を
建

て
、台
湾
で
慰
霊
の
行
脚
を
続
け
た
。戦
時
中
、

空
襲
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
少
年
工
は
約
六
〇
人
。 

八
七
年
に
台
湾
で
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
る
と

翌
年
、
台
湾
高
座
会
が
結
成
さ
れ
た
。
石
川
さ

ん
は
、
二
〇
〇
三
年
に
大
和
で
六
〇
周
年
の
歓

迎
会
を
開
き
、
厚
生
労
働
省
は
。
中
学
卒
業
証

明
書
や
在
籍
証
明
書
を
発
行
し
た
。 

「
三
年
後
の
七
〇
周
年
は
、
里
帰
り
の
最
後
の

年
に
な
る
で
し
ょ
う
」 

☆ 
 
 
 
 

☆ 

我
が
波
乱
の
人
生
の
そ
の
一
こ
ま
に 

大
和
村

な
る
少
年
期
の
日 

 
 

元
少
年
工 

洪
坤
山 

年
毎
に
栄
え
る
大
和
は
青
春
の 

我
を
育
て
し

第
二
の
故
郷 

 
 
 

元
少
年
工 

蔡
龍
鐘 

 

「
雷
電
」
は
一
九
三
九
年
、
海
軍
初
の
防
空
用
局

地
戦
闘
機
と
し
て
三
菱
重
工
㈱
に
試
作
発
注
さ
れ
、

設
計
主
任
に
零
戦
の
設
計
者
堀
越
二
郎
技
師
が
就

い
た
。
求
め
ら
れ
た
性
能
は
①
上
昇
速
度
②
最
大

速
度
③
重
武
装
で
あ
り
、
要
求
を
満
た
す
強
力
な

エ
ン
ジ
ン
に
双
発
機
用
に
設
計
さ
れ
た
空
冷
の

「
火
星
」
を
選
択
、
こ
の
エ
ン
ジ
ン
は
直
径
が
大

き
く
、
そ
の
た
め
太
い
紡
錘
形
の
胴
体
と
な
っ
た

と
い
う
。
本
土
防
空
戦
で
は
Ｂ
２
９
迎
撃
機
と
し

て
最
も
戦
果
を
上
げ
て
い
る
。
な
お
高
座
工
廠
で

は
三
菱
製
の
改
善
型
、
三
三
型
を
生
産
し
た
と
思

わ
れ
る
が
、
ご
存
知
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
ご

教
示
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。 

（
文
責: 

齋
藤 

晃
） 

                                   

朝
日
新
聞 

台
湾
高
座
会
報
道 

日本と台湾の懸け橋を目指す 

石川台湾問題研究所 代表 石川 公弘（昭和３４年商研卒） 

〒242-0029 大和市上草柳６－１２－１３ 日本李登輝友の会神奈川県支部長 

Tel 046-261-1838 Fax 046-208-2012 高座日台交流の会事務局長 

Yahoo!ブログ - 台湾春秋 発信中 早大日台稲門会顧問 

http://blogs.yahoo.co.jp/kim123hiro/MYBLOG/yblog.html 
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酒
井 

充
子 

昨
夏
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
台
湾
人

生
」
が
公
開
さ
れ
た
。
本
格
的
に
取
材
を
始
め

て
七
年
で
映
画
が
完
成
し
、
八
年
目
に
よ
う
や

く
日
の
目
を
見
た
。
取
材
開
始
当
初
は
制
作
資

金
な
ど
ま
っ
た
く
な
く
、
ほ
か
の
映
画
の
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
仕
事
を
し
な
が
ら
台
湾
に
通
っ
た
。 

な
に
が
私
に
そ
こ
ま
で
さ
せ
た
の
か
。
十
二

年
前
、
初
め
て
台
湾
に
旅
行
し
た
と
き
に
偶
然

バ
ス
停
で
出
会
っ
た
ひ
と
り
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
あ
ま
り
に
流
暢
な
日
本
語
と
、
公
学
校
時
代

の
日
本
人
教
師
を
慕
い
続
け
て
い
る
そ
の
思
い

に
衝
撃
を
受
け
、
台
湾
と
日
本
の
歴
史
を
学
ん

だ
。 そ

れ
ま
で
の
私
は
、
伊
藤
博
文
と
李
鴻
章
が

下
関
条
約
を
結
ん
だ
ふ
ぐ
料
理
屋
の
名
前
は
知

っ
て
い
て
も
、
日
本
統
治
下
の
台
湾
で
人
々
が

ど
ん
な
気
持
ち
で
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た

の
か
な
ど
と
い
う
こ
と
に
想
像
力
を
働
か
せ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
。
恥
ず
か
し
か
っ
た
。 

日
本
統
治
時
代
を
生
き
た
人
が
台
湾
に
い
て
、

複
雑
な
気
持
ち
を
抱
え
な
が
ら
い
ま
も
日
本
を

優
し
く
か
つ
厳
し
く
見
つ
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
日
本
人
に
伝
え
た

か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。 

た
く
さ
ん
の
台
湾
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
会
っ
た
。
彼
ら
の
話
を
聞
い
て
い

く
う
ち
に
、
自
分
の
祖
父
母
の
話
を
ま
っ
た
く

聞
い
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
た
。
母
方
の

祖
父
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
満
州
に
出
兵
し

て
い
た
が
、
戦
争
の
「
せ
」
の
字
も
語
ら
な
い

ま
ま
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。 

そ
れ
は
そ
う
だ
。
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
う
と
し

な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
お
年
寄
り
が
自
分
か
ら

「
お
れ
の
話
を
聞
け
」
と
言
っ
て
語
り
出
す
こ

と
は
ま
ず
な
い
。
こ
ち
ら
か
ら
問
い
か
け
、
耳

を
傾
け
て
初
め
て
言
葉
が
紡
が
れ
る
。 

み
な
さ
ん
、
身
近
な
お
年
寄
り
の
話
を
聞
い

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

彼
ら
が
生
き
て
き
た
時
代

の
延
長
線
上
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
の
だ
か

ら
。
難
し
い
話
は
必
要
な
い
。
ど
ん
な
子
供
だ

っ
た
の
か
、
ど
ん
な
恋
愛
を
し
て
き
た
の
か
、

そ
ん
な
こ
と
か
ら
で
も
い
ろ
ん
な
こ
と
が
見
え

て
く
る
は
ず
。 

私
は
い
ま
、
亡
く
な
る
前
夜
、
病
院
の
ベ
ッ

ド
の
上
で
じ
っ
と
私
を
見
つ
め
て
い
た
祖
父
の

目
を
思
い
出
し
て
い
る
。
彼
が
ま
だ
元
気
だ
っ

た
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
の

だ
ろ
う
。（
さ
か
い 
あ
つ
こ
＝
「
台
湾
人
生
」

監
督
） 

              

「台
湾
人
生
」よ
り 

■
『
台
湾
人
生
』
の
書
籍
版
が
発
売 

話
題
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
台

湾
人
生
』
を
、
監
督
自
ら
書
き
下
ろ
し
た

書
籍
版
が
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
日

本
人
だ
っ
た
台
湾
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画『
台
湾
人
生
』、

そ
こ
に
入
ら
な
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
、
映
画
に
登
場
し
な
か
っ
た

人
た
ち
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
の
敗
戦
ま
で
は
日
本
人
と
し
て
生

き
、
そ
の
後
大
陸
か
ら
や
っ
て
き
た
国
民

党
支
配
の
下
で
も
抑
圧
さ
れ
た
「
日
本
語

世
代
」。台
湾
人
も
含
め
て
現
代
史
の
激
動

の
中
で
見
過
ご
し
て
き
た
彼
ら
の
苦
難
に

満
ち
た
人
生
に
、
改
め
て
耳
を
傾
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
な
お
本
書
購
入
者
に
は
映

画
『
台
湾
人
生
』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
抽
選
で
当

た
り
ま
す
（
齋
藤
も
買
い
ま
し
た
）。 

『
台
湾
人
生
』 

文
藝
春
秋
社 

著
者 

酒
井
充
子 

定
価 

一
六
五
〇
円 

http://w
w

w
.bunshun.co.jp/tachiyom

i/201004/t9784163725307.htm
 

         

                                   

鈴木歯科クリニック 
Suzuki Dental Clinic 

 

東京都豊島区池袋４-25-1  
紘亜ビル１Ｆ 〒171-0014 適切な口腔ケア（歯ブラシ・舌ブラシなど）で歯周病は予防できます！ 
Phone 03-5950-8241 更に、カゼ、インフルエンザの予防になります！ 

Fax 03-5950-8242 

 

歯科医師／歯学博士 

鈴 木 章 敬 
Akiyoshi Suzuki,D,D,S.,Ph.d. 

タバコ 肥満は歯周病リスクを高めます。 

よく噛んで！ 歯周病予防と肥満予防！ 

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん 
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渡
辺
光
治 

八
十
六
歳
生 

 

会
報
も
今
年
で
第
十
三
号
、
発
行
を
重
ね
て
、

こ
こ
ま
で
辿
り
着
い
て
万
々
歳
だ
。
実
は
六
十

五
年
前
に
遡
る
話
だ
け
に
、
書
い
て
よ
い
も
の

や
ら
、
自
分
を
疑
ひ
た
く
な
る
話
で
、
恐
縮
千

万
！ さ

て
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
は
終
戰
の

日
、
私
は
台
湾
の
基
隆
要
塞
重
砲
兵
連
隊
に
い

た
が
、
力
盡
き
た
感
じ
で
、
悲
哀
に
涙
し
た
。

連
隊
は
台
中
の
北
港
へ「
現
地
自
活
」に
従
事
、

一
部
有
志
は
石
炭
堀
に
基
隆
炭
鉱
へ
入
り
、
賃

労
働
に
挺
身
し
た
。 

一
ケ
月
も
過
ぎ
た
頃
に
、
第
三
鑛
業
所
の
所

長
さ
ん
か
ら
お
招
き
さ
れ
て
、
夕
食
を
ご
馳
走

に
な
っ
た
。
敗
戰
後
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
ん
な

に
ご
馳
走
は
な
か
っ
た
が
、
心
の
こ
も
っ
た
温

か
い
も
て
な
し
に
感
動
し
た
り
し
た
。
松
永
鉱

長
の
ひ
と
り
娘
の
君
子
さ
ん
が
、
セ
ー
ラ
服
姿

で
、
我
々
兵
隊
さ
ん
四
〇
人
ほ
ど
を
接
待
し
て

呉
れ
た
。
戰
爭
が
終
っ
て
の
気
の
ゆ
る
み
も
あ

っ
て
か
、
そ
の
と
き
の
君
子
さ
ん
に
目
が
く
ら

ん
で
、
何
に
か
ホ
ッ
と
恋
心
が
…
。
で
も
集
団

生
活
中
の
こ
と
で
、
そ
ん
な
勝
手
は
許
さ
れ
な

か
っ
た
。
宿
舎
を
出
た
ら
す
ぐ
目
の
前
が
現
場

で
、
石
炭
が
掘
り
出
さ
れ
て
、
ど
ん
〱
山
積
み

に
な
る
。
こ
れ
を
遅
滞
な
く
貯
炭
場
に
輸
送
す

る
仕
事
も
容
易
で
も
な
い
。
本
当
の
力
仕
事
で

し
た
。
毎
日
が
重
労
働
、
敗
戰
を
尻
目
に
賃
労

働
に
挺
身
し
た
の
だ
か
ら
、
文
句
は
出
な
い
が

愚
痴
が
で
る
。
隊
長
役
の
私
が
、
慰
め
役
に
廻

わ
る
し
か
な
か
っ
た
。 

君
子
さ
ん
と
の
め
ぐ
り
合
い
は
三
度
ほ
ど
あ

っ
た
が
、
突
然
十
一
月
に
「
乗
船
命
令
」
が
発

令
、
台
湾
全
島
に
居
住
す
る
日
本
人
に
、
帰
国

の
命
令
が
出
さ
れ
て
、
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
し
た
。

十
二
月
基
隆
の
収
容
所
に
入
り
、
昭
和
二
十
一

年
一
月
末
に
、
米
軍
Ｌ
Ｓ
Ｔ
に
乗
船
し
て
、
鹿

兒
島
に
帰
還
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
、
恋
も
愛

も
吹
き
飛
ん
で
い
た
。 

そ
の
彼
女
に
ご
縁
が
あ
っ
て
六
十
二
年
振
り

に
東
京
で
再
会
し
た
が
、
こ
れ
は
奇
蹟
で
、
情

報
の
赤
い
糸
は
切
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
に

感
動
す
る
ひ
と
幕
も
あ
っ
た
。
六
十
五
年
も
経

っ
て
、
何
故
あ
の
時
に
急
遽
乗
船
命
令
が
出
た

の
か
？
と
言
う
こ
と
が
、
ど
う
や
ら
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
の
に
驚
い
た
。 

当
時
基
隆
中
学
生
だ
っ
た
廣
繁
喜
代
彦
さ
ん

の
著
書
を
見
て
、な
ん
と
そ
の
三
十
四
頁
に「
台

湾
の
引
揚
げ
が
早
く
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い

た
。
裏
の
裏
が
記
述
さ
れ
て
い
た
の
に
舌
を
巻

い
て
し
ま
っ
た
。“
昭
和
・
平
成
を
生
き
て
”
と

題
し
た
本
は
、
湾
生
に
生
き
甲
斐
を
与
え
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
羨
ま
し
い
限
り
だ
が
、
当

時
の
米
軍
の
輸
送
作
戰
が
、
国
民
党
軍
の
移
動

作
戰
が
変
更
に
な
っ
た
爲
に
、
台
湾
在
住
の
日

本
人
が
一
人
残
ら
ず
帰
国
す
る
破
目
に
な
っ
た

こ
と
を
知
る
人
は
尠
い
と
思
う
。
こ
れ
が
六
十

五
年
目
の
私
の
告
白
で
す
。
台
湾
を
愛
し
た
日

本
人
の
ひ
と
り
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
か
っ
た
！ 

皆
さ
ん
お
元
気
で
ね
！[

終
り] 

 

     

髙
寛
さ
ん
の
講
演
会
内
容
を
要
約
し
よ
う
と

試
み
ま
し
た
が
、
あ
の
広
範
囲
に
亘
っ
た
話
題

を
ま
と
め
る
の
は
い
さ
さ
か
難
し
く
、
結
論
を

紹
介
し
ま
す
。 

日
本
企
業
が
台
湾
企
業
と
ア
ジ
ア
・
中
国
市
場
で

共
に
成
功
す
る
七
箇
条 

１
．
台
湾
人
か
ら
中
国
・
華
僑
を
学
べ 

中
華
民
族
（
増
量
改
革
市
場
）、
基
本
的
考
え

方
と
事
業
の
実
績 

２
．
台
湾
人
に
自
分
の
会
社
の
実
力
・
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
べ
し 

３
．
台
湾
に
技
術
を
供
与
し
、
工
場
は
中
国
、

中
国
で
の
企
業
管
理
・
人
材
管
理
は
台
湾
人

を
起
用
し
、
中
国
で
の
‘
関
係
作
り
・
人
脈

問
題
‘
は
台
湾
人
に
任
せ
よ 

（
微
妙
な
官
僚
、
人
事
労
務
問
題
、
営
業
他
）

（
知
的
財
産
権
、
工
場
買
収
） 

４
．
台
湾
に
あ
る
日
本
式
経
営
管
理
を
導
入
せ

よ
（
台
湾
のMODIFY

版
） 

物
作
り
の
心
、
製
造
・
生
産
へ
の
姿
勢
、
品

質
・
納
期
へ
の
考
え 

５
．台
湾
人
と
一
緒
に
投
資
す
べ
し（Partner

、

仲
間
意
識
） 

６
．
日
本
の
美
学
。
道
を
捨
て
よ 

７
．
日
本
式
感
覚
と
欧
米
式
合
理
主
義
か
ら
学

ぶ
も
の
あ
り 

こ
と
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
市
場
を
プ
レ

ミ
ア
ム
ゾ
ー
ン
（
日
本
の
高
性
能
工
業
製
品
を

買
っ
て
く
れ
る
ハ
イ
ク
ラ
ス
市
場
）
と
ボ
リ
ュ

ー
ム
ゾ
ー
ン（
そ
こ
に
至
る
前
の
中
間
層
市
場
）

に
分
け
、
日
台
が
連
携
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

分
野
を
攻
め
る
こ
と
に
よ
り
伸
び
行
く
ア
ジ
ア

市
場
に
両
国
が
貢
献
で
き
る
明
る
い
将
来
が
あ

る
、
と
強
調
さ
れ
た
点
で
し
た
。（
文
責
・
齋
藤
） 

                                   

「
そ
の
昔
の
出
来
事
」 

＜プロント越谷レイクタウン店＞  
〒343-0826 埼玉県越谷市東町４－２１－１ イオンレイクタウンＫＡＺＥ Ｃ２０１ 

TEL：048-934-3201 最寄り駅：越谷レイクタウン駅 
営業時間：平日、土、日、祝日 カフェ 9:00～17:00 バー 17:00～23:00 定休日：無休 

＜プロント大手町カンファレンスセンター店＞  
〒100-0004 東京都千代田区大手町１－３－２ 大手町カンファレンスセンターＢ１Ｆ 

TEL：03-6212-0036 最寄り駅：大手町駅 
営業時間：平日 カフェ 7:00～17:00 バー 17:00～23:00 土 カフェ 8:00～17:00 
定休日：日祝 

＜プロントカレッタ汐留店＞  
〒105-0021 東京都港区東新橋１－８－２ カレッタ汐留Ｂ２Ｆ 

TEL：03-5537-2344 最寄り駅：汐留駅、新橋駅 
営業時間：平日 カフェ 7:00～17:30 バー 17:30～23:00 

土 カフェ 10:00～17:30 バー 17:30～22:00 
日、祝日 カフェ 10:00～18:00 定休日：不定休 

二
月
十
三
日 

高 

寛
さ
ん 

講
演
会
要
約 

「
世
界
の
潮
流
と
東
ア
ジ
ア
構
想
に
於
け
る
、

日
・
台
・
中
の
立
つ
位
置
」 
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入
会
会
員 

梶
山 

憲
一
さ
ん
（
昭
和
五
三
年
・
社
学
） 

入
会
の
動
機
：
台
湾
と
の
交
流
の
幅
を
更
に

広
げ
る
た
め 

阪
根 

嘉
苗
さ
ん
（
平
成
十
六
年
・
ア
ジ
太
研
） 

台
湾
人
の
両
親
の
長
女
と
し
て
台
湾
の
高
雄

で
産
ま
れ
小
学
の
時
に
日
本
へ
、
生
ま
れ
と

血
は
台
湾
人
だ
が
、
日
本
育
ち
の
三
〇
歳
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
幹
事
を
お
願
い
し
ま
す
。 

入
会
会
友 

酒
井 

充
子
さ
ん
（
平
成
五
年
・
慶
應
義
塾
法
学
部
） 

映
画
「
台
湾
人
生
」
監
督
、
日
台
の
絆
を
大

切
に
し
て
い
る
当
会
の
活
動
に
共
感
し
、
入

会
を
希
望
。 

退
会
会
員 

大
庭 

基
臣
さ
ん
、
木
村 

滋
さ
ん
（
健
康
上

の
理
由
か
ら
） 

 

訃 

報 

田
村 

雅
司
氏
（
昭
和
三
八
年
・
政
経
）

が
本
年
一
月
二
八
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た

（
享
年
六
八
）。膵
臓
癌
で
の
急
逝
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
氏
は
加
藤
博
会
長
の
後
を
継

ぎ
台
北
稲
門
会
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
第
一
勧
業
銀
行
（
現
・
み
ず
ほ
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
銀
行
）
台
北
支
店
長
と
し
て
、

当
時
台
湾
唯
一
の
日
系
銀
行
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
日
系
企
業
の
活
動
に
大
い
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

早
稲
田
大
学
台
湾
研
究
所 

顧
問 

西
川 

潤 

二
〇
〇
八
年
暮
か
ら
七
か
月
に
わ
た
り
、
国

際
交
流
基
金
の
助
成
に
よ
り
、「
台
湾
に
お
け
る

日
本
研
究
」
の
テ
ー
マ
で
調
査
し
、
そ
の
成
果

を
本
年
三
月
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
い
く
つ
か
、
新
し
い
点

が
あ
る
。
先
ず
、
一
九
七
二
年
の
断
交
以
来
、

国
際
交
流
基
金
が
台
湾
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

支
援
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
日
台
の
新
時

代
を
予
感
さ
せ
る
。
第
二
に
、
台
湾
民
主
化
以

降
、
台
湾
で
は
新
し
く
日
本
研
究
の
気
運
が
盛

り
上
が
っ
て
い
る
が
、
本
研
究
で
は
、
そ
の
よ

う
な
日
本
研
究
盛
り
上
が
り
の
背
景
、
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
と
ら
え
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
従
来
、
日
本
語
・
日
本
文
化
紹
介
に

偏
っ
て
い
た
台
湾
の
日
本
研
究
を
ど
の
よ
う
に

大
学
教
育
の
本
流
に
据
え
る
か
に
つ
い
て
、
日

台
双
方
の
政
府
や
関
係
機
関
に
勧
告
を
行
っ
た
。 

本
研
究
で
は
先
ず
、
台
湾
の
日
本
語
・
日
本

文
学
関
係
の
大
学
院
を
置
い
て
い
る
十
二
大
学

や
関
係
学
会
、
研
究
所
等
計
五
十
五
個
所
に
つ

い
て
、
網
羅
的
な
面
接
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ら

の
機
関
に
お
け
る
日
本
研
究
の
現
状
、
課
題
を

分
析
し
て
い
る
。 

第
二
に
、
近
年
新
し
く
起
こ
っ
て
い
る
台
湾

史
研
究
の
見
直
し
の
中
で
進
行
し
て
い
る
日
本

統
治
時
代
の
日
台
関
係
の
再
考
、
ま
た
、
観
光

客
往
来
の
著
増
や
留
学
生
・
市
民
社
会
交
流
等

を
通
じ
た
日
本
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
反
映
し

て
、
大
学
の
専
門
学
部
や
社
区
大
学
等
で
、
ど

う
日
本
研
究
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
、ま
た
、

研
究
図
書
館
、
電
子
情
報
の
整
備
等
と
も
合
わ

せ
、
語
学
、
文
学
に
偏
ら
な
い
新
し
い
日
本
研

究
の
流
れ
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
、
に
つ
い

て
勧
告
を
ま
と
め
て
い
る
。 

本
書
は
、
台
湾
全
島
に
ま
た
が
る
現
時
点
で

の
日
本
研
究
マ
ッ
プ
を
描
き
出
し
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
。 

昨
年
九
月
に
は
、
国
立
政
治
大
学
に
新
し
く

現
代
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
（
当
代
日
本
研
究
中

心
）
が
発
足
し
、
こ
と
し
三
月
に
は
現
代
日
本

研
究
学
会
も
設
立
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。 

六
月
に
は
中
興
大
学
、
中
山
大
学
、
秋
に
は

台
湾
師
範
大
学
で
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
研
究
所
設

立
の
準
備
が
進
ん
で
い
る
と
聞
く
。
こ
う
し
た

台
湾
に
お
け
る
新
し
い
日
本
研
究
へ
の
関
心
の

高
ま
り
を
読
み
取
り
、
そ
の
方
向
を
考
え
て
い

く
上
で
、
本
書
は
日
台
関
係
者
の
お
役
に
立
つ

も
の
と
考
え
て
い
る
。 

（
早
稲
田
大
学
台
湾
研
究
所
発
行
『
台
湾
に
お

け
る
日
本
研
究
―
制
度
化
の
現
状
、
課
題
と
展

望
』
本
ペ
ー
ジ
広
告
欄
参
照
） 

            

                                   

会 

員 

動 

向 

台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究 

早稲田大学台湾研究所の２０１０年３月新刊２点！ 

西川潤・蕭新煌編『東アジア新時代の日本と台湾』明石書店、5500円＋税、 
http://www.ios.sinica.edu.tw/ios/publish/info/JapanTaiwanRelationsinEastAsiasNewEra.html 

馬英九政権の下での、日台・台中関係の分析、台湾人のアイデンティ、歴史問題等、今日の台湾を理解する基本書（税・

送料込み特価4500 円、台湾住所発送は 5000 円） 

西川潤『台湾における日本研究』台湾研究所、132ページ、頒価：税・送料込み1000円、台湾住所発送は1300円）

お申込みは台湾研究所（西川）まで。jnishi@waseda.jp  Tel 03-3203-4141 内79－3010 Fax 03-3208-8508 
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日
台
稲
門
会
会
則 

 

第
一
条
（
名
称
） 

本
会
は
日
台
稲
門
会
と
称

す
る
。 

第
二
条
（
目
的
） 
本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
り
、早
稲
田
大
学
の
発
展
に
協
力
し
、

あ
わ
せ
て
台
湾
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。 

第
三
条
（
会
員
資
格
お
よ
び
会
友
資
格
） 

会

員
は
日
本
に
居
住
す
る
早
稲
田
大
学
の
校

友
ま
た
は
学
生
で
多
少
で
も
台
湾
に
ゆ
か

り
の
あ
る
者
と
す
る
。 

２
、会
友
は
本
会
活
動
目
的
に
賛
同
す
る
者
で
、

会
員
の
推
薦
に
よ
り
幹
事
会
で
決
定
す
る
。 

第
四
条
（
役
員
の
選
出
） 

本
会
は
幹
事
会
に

お
い
て
以
下
の
役
員
を
選
出
し
、
次
回
総

会
に
お
い
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
と
す
る
。 

１
、
会
長
（
１
名
）
は
幹
事
会
の
推
薦
を
経
て

総
会
で
選
出
す
る
。 

２
、
副
会
長
（
若
干
名
）
は
幹
事
会
の
推
薦
を

経
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。 

３
、
幹
事
（
若
干
名
）
は
幹
事
会
の
推
薦
を
経

て
会
長
が
委
嘱
す
る
。 

第
五
条
（
役
員
の
任
期
） 

役
員
の
任
期
は
二

年
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。 

第
六
条
（
役
員
の
職
務
） 

役
員
は
次
の
会
務

を
執
行
す
る
。 

１
、
本
会
の
諸
会
合
に
関
す
る
こ
と 

２
、
会
員
名
簿
の
整
理
並
び
に
発
行
に
関
す
る

こ
と 

３
、
そ
の
他
の
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
る

行
事
の
企
画
。 

４
、
会
計
監
査
。 

第
七
条
（
会
長
・
副
会
長
の
職
務
） 

会
長
は

本
会
を
代
表
し
、
本
会
の
運
営
を
統
括
す

る
。 副

会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
事
故

あ
る
時
は
こ
れ
に
代
わ
る
。 

第
八
条
（
役
員
会
） 

役
員
会
（
幹
事
会
）
は
、

会
長
、副
会
長
、幹
事
を
も
っ
て
構
成
し
、

必
要
に
応
じ
て
会
長
が
召
集
し
て
本
会
の

運
営
に
必
要
な
事
項
を
協
議
、決
定
す
る
。 

２
、
本
会
則
の
改
定
を
必
要
と
す
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
直
近
の
総
会
に
お
い
て
事
後
承
認

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
九
条
（
総
会
） 

本
会
は
役
員
会
の
決
定
を

経
て
毎
年
一
回
、
会
長
の
招
集
に
よ
り
定

期
総
会
を
開
催
す
る
。
但
し
、
会
長
が
必

要
と
認
め
た
時
は
、
役
員
会
の
議
を
経
て

臨
時
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

定
期
、
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
会
長
は
議

長
と
な
り
、
決
議
は
出
席
会
員
の
過
半
数

を
も
っ
て
成
立
す
る
。 

第
十
条
（
事
務
所
） 

本
会
の
事
務
所
は
関
東

地
区
内
の
役
員
宅
に
置
く
。 

第
十
一
条
（
経
費
） 

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、

寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
支
払

う
。 

第
十
二
条
（
入
会
金
お
よ
び
年
会
費
） 

本
会

の
会
費
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

１
、
入
会
金
は
金
二
〇
〇
〇
円
と
し
、
年
会
費

は
金
五
〇
〇
〇
円
と
す
る
。 

２
、
年
会
費
を
継
続
し
て
三
年
間
未
納
の
場
合

は
、
本
会
を
退
会
し
た
も
の
と
見
な
す
。 

第
十
三
条
（
会
計
年
度
） 

本
会
の
会
計
年
度

は
四
月
一
日
よ
り
翌
年
の
三
月
三
十
一
日

ま
で
と
す
る
。 

第
十
四
条
（
名
誉
会
長
、
顧
問
） 

名
誉
会
長
、

顧
問
は
会
長
が
委
嘱
す
る
。 

第
十
五
条
（
付
則
） 

本
会
則
は
平
成
九
年
一

月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。 

平
成
一
二
年
四
月
一
五
日 

一
部
改
定 

平
成
一
三
年
四
月
七
日 

 

一
部
改
定 

平
成
一
五
年
四
月
一
二
日 

一
部
改
定 

平
成
二
〇
年
四
月
二
六
日 

一
部
改
定 

                                   

                                   

萬國專利商標事務所 
 

当所は1972年に創立以来、企業団体、大学の学生団体に知的財産権についての教育と指導を続けると共に、
特許・商標出願依頼人に対して、電子、電気、半導体、ビジネスモデル、ソフトウェア、化学、医薬品、
バイオ、材料、機械、日用品等の各分野における発明・考案・意匠・商標の権利化を始め、知的財産関係の
研究、相談など質の高いサービスを提供しております。皆様方の暖かいご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い
申し上げます。 

 

所 長 陳 昭誠  （弁理士・会計士） 
副所長 洪 武雄  （弁理士・技術士） 
副所長 陳 昭明 （2001年アジ研卒） 

 
台湾台北市10044博愛路35号9階 
TEL: 886-2-2381-7099（代表） 
FAX: 886-2-2331-7068・886-2-2389-1188 
E-MAIL: info@iprlouis.com 
WEBSITE: www.louisipo.com 
メンバー：台湾弁理士会（Taiwan Patent Attorney Association, TPAA） 

日本知的財産協会（Japan Intellectual Property Association, JIPA） 
アジア弁理士協会（Asian Patent Attorney Association, APAA） 
国際商標協会（International Trademark Association, INTA） 
国際工業所有権保護協会 
（International Association for the Protection of Industrial Property, AIPPI） 
世界知的財産代理人連盟 
（International Federation of Intellectual Property Attorneys, FICPI） 
知的財産戦略ネットワーク 
（Intellectual Property Strategy Network, IPSN） 
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許
世
楷
・
盧
千
恵
著
・
著
／
ま
ど
か
出
版 

本
書
は
前
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
代

表
・
許
世
楷
氏
と
夫
人
の
盧
千
恵
さ
ん
の
前
著

『
台
湾
は
台
湾
人
の
国
』（
草
思
社
）
に
、
大
幅

な
加
筆
や
修
正
を
加
え
た
も
の
、
あ
れ
か
ら
五

年
も
経
っ
た
の
で
す
。ご
夫
妻
が
テ
ー
マ
毎
に
、

短
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
互
に
綴
り
上
げ
る
形
式

に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も
読
み
易
い
。
興
味
の

あ
る
テ
ー
マ
順
に
読
ん
で
も
い
い
で
し
ょ
う
。 

新
た
に
加
筆
さ
れ
た
の
は
第
八
章 

台
湾
国

へ
の
道
の
り 

で
、
私
の
「
新
生
国
家
理
論
」

と
い
う
こ
と
を
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
の
拙

い
解
釈
に
よ
れ
ば
、
先
ず
①
台
湾
は
清
国
に
よ

り
、国
際
ル
ー
ル
に
則
り
日
本
へ
割
譲
さ
れ
た
、

②
日
本
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
よ

り
「
台
湾
及
び
澎
湖
諸
島
の
す
べ
て
の
所
有
権

な
ら
び
に
請
求
権
を
放
棄
し
た
」
が
、
帰
属
先

が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
台
湾
の
地
位
は
未

定
と
な
っ
た
、
③
よ
っ
て
台
湾
は
、
法
的
に
は

中
華
民
国
の
（
占
領
状
態
で
は
あ
る
が
）
領
土

で
は
な
く
、
中
華
人
民
共
和
国
の
管
轄
に
入
っ

た
こ
と
も
な
い
。
そ
の
上
で
氏
は
、
新
生
国
家

台
湾
国
名
義
で
国
連
に
加
盟
申
請
す
べ
き
と
論

じ
ま
す
。
ま
た
こ
の
台
湾
国
は
、
①
中
華
民
国

を
継
承
し
た
も
の
で
は
な
く
、
②
中
華
民
国
か

ら
分
か
れ
た
も
の
で
も
な
い
、
だ
か
ら
分
裂
国

家
で
は
な
い
、と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
ま
す
。 

そ
れ
に
し
て
ご
夫
婦
の
周
囲
に
は
敵
味
方
問

わ
ず
、
様
々
な
「
事
件
」 

に
登
場
す
る
人
々
が

集
合
離
散
し
ま
す
。
ま
た
、
お
二
人
の
日
々
の

営
為
の
中
で
起
き
る
尋
常
で
な
い
出
来
事
も
、

冷
静
に
淡
々
と
語
ら
れ
る
の
で
す
、平
常
心
か
。 

な
お
今
回
の
発
行
は
、
当
会
会
員
・
梶
山
憲

一
さ
ん
（
昭
和
五
三
年
・
社
学
）
が
健
筆
を
奮

う
「
ま
ど
か
出
版
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
ま

ど
か
出
版
」
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
齋
藤
） 

   

金
美
齢
・
著
／WAC BUNKO 

第
１
章 

私
は
、
な
ぜ
日
本
国
民
と
な
っ
た
の
か 

第
２
章 

台
湾
人
に
生
ま
れ
た
悲
哀 

第
３
章 

台
湾
独
立
運
動
に
身
を
投
じ
た
五
十
年 

第
４
章 

台
湾
人
の
「
日
本
精
神
（
リ
ッ
プ
ン

チ
ェ
ン
シ
ン
）」 

第
５
章 

「
国
家
意
識
」
な
き
日
本
人 

解
説
な
ぞ
畏
れ
多
く
、
感
じ
た
箇
所
を
引
用

し
ま
す
。
プ
リ
ン
ト
し
て
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。 

「
一
国
二
制
度
に
な
っ
た
台
湾
で
私
は
、（
略
）
台

湾
人
で
い
た
く
な
い
。
こ
の
ま
ま
台
湾
人
で
あ
り

続
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
華
民
国
の
パ
ス
ポ
ー

ト
が
あ
る
日
、
中
華
人
民
共
和
国
の
パ
ス
ポ
ー
ト

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
は
死
ん

で
も
嫌
な
の
だ
。」（
前
回
衆
院
選
で
の
選
択
は
何

だ
っ
た
の
か
） 

「
国
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
経
験
し
て
い
る
か
ら
、

国
と
い
う
も
の
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
か
と
い
う
こ
と

が
切
実
に
わ
か
る
。（
中
略
）
お
そ
ら
く
、
日
本
人

に
と
っ
て
、
国
と
は
空
気
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。」（
友
愛
で
す
か
ら
） 

「
日
本
人
が
日
本
の
悪
口
を
言
っ
た
り
、
日
本
の

こ
と
を
あ
し
ざ
ま
に
言
っ
た
り
す
る
場
合
、
そ
れ

は
、
日
本
を
よ
く
し
た
い
が
た
め
に
言
っ
て
い
る

と
は
思
え
な
い
こ
と
が
多
い
。（
略
）
自
分
の
国
の

こ
と
を
悪
く
い
う
こ
と
が
す
な
わ
ち
、
自
分
を
貶

め
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。
」

（「
河
野
・
山
村
談
話
」）） 

「
個
人
と
国
は
対
立
す
る
」
と
い
う
意
識
的
な
刷

り
こ
み
は
、（
中
略
）
本
当
の
独
裁
国
家
を
知
ら
な

い
人
間
の
戯
言
で
あ
る
。」（
左
翼
は
訴
訟
好
き
） 

許
・
盧
夫
妻
、
周
・
金
夫
妻
と
も
に
パ
ス
ポ
ー

ト
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
台
湾
国
外
で
政
治

活
動
を
行
っ
た
。
割
譲
時
代
の
台
湾
、
併
合
時
代

の
朝
鮮
に
も
そ
う
い
う
闘
士
は
い
た
。
古
く
は
ド

ゴ
ー
ル
、
最
近
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
。
フ
ル
ト
ヴ
ェ

ン
グ
ラ
ー
は
敢
え
て
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
国
内
に
留
ま

り
、
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
に
罵
ら
れ
た
。（
齋
藤
） 

    

ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ー
グ
レ
ー
ブ
・
著
／ 

田
畑
光
永
・
訳 

岩
波
現
代
文
庫 

ご
承
知
の
通
り
本
書
は
、
靄
齢
、
慶
齢
、
美

齢
の
宋
家
三
姉
妹
の
生
涯
を
軸
に
、
こ
の
一
族

及
び
取
り
ま
き
が
い
か
に
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
始
め

米
国
（
人
）
を
騙
し
抜
き
中
国
の
命
運
を
支
配

し
た
か
を
、多
方
面
か
ら
詳
細
に
描
い
た
作
品
。

宋
子
文
・
孔
祥
熙
・
孫
文
・
蒋
介
石
も
重
要
な

登
場
人
物
で
、
対
華
援
助
の
裏
で
蓄
財
と
権
力

掌
握
の
た
め
陰
謀
を
巡
ら
し
ま
す
。
日
本
人
の

夢
想
す
る
信
義
、善
意
と
か
良
心
は
存
在
せ
ず
、

あ
る
の
は
嫉
妬
、裏
切
り
、そ
し
て
殺
戮
で
す
。 

台
湾
赴
任
当
時
は
と
て
も
持
ち
込
め
る
雰
囲

気
は
な
く
す
っ
か
り
諦
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
中
国
共
産
党
と
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る

岩
波
現
代
文
庫
か
ら
上
梓
さ
れ
、
早
速
購
入
し

た
次
第
で
す
。
四
一
・
二
（
上
海
で
の
共
産
党

員
粛
清
）
の
首
謀
者
た
ち
が
、
台
湾
で
二
・
二

六
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
決
し
て
歴
史
の
偶
然

で
は
な
く
、
そ
れ
に
続
く
白
色
テ
ロ
や
、
林
義

雄
、
陳
文
成
、
江
南
た
ち
へ
の
迫
害
は
大
陸
で

の
フ
イ
ル
ム
を
巻
き
戻
し
て
い
る
か
の
よ
う
。

新
原
稿
「
宋
家
王
朝
の
終
焉
」
は
一
読
の
価
値

あ
り
。
な
お
、
似
た
内
容
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
宋
姉
妹
」

で
は
こ
の
件（
く
だ
り
）は
省
か
れ
て
い
ま
す
。 

前
述
の
「
台
湾
と
い
う
新
し
い
国
」「
私
は
、
な

ぜ
日
本
国
民
に
な
っ
た
か
」
両
著
の
時
代
背
景

が
よ
く
分
か
り
慄
然
と
し
ま
す
。
鳩
山
首
相
、

今
ご
ろ
「
抑
止
力
」
が
理
解
で
き
た
、
な
ん
て

言
っ
ち
ゃ
駄
目
で
す
よ
。（
齋
藤
） 

                                   

編 

集 

後 

記 

今
回
は
一
般
会
員
・
会
友
の
方
か
ら
の
投
稿
が
少

な
く
、
全
員
参
加
の
会
報
と
い
う
に
は
い
さ
さ
か
物

足
り
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
こ
れ
ま
で
に
な
い
意

外
な
方
々
か
ら
の
寄
稿
を
い
た
だ
き
、
期
せ
ず
し

て
、「
学
校
・
国
籍
に
関
係
の
な
い
『
台
湾
』
を
キ

ー
ワ
ー
ド
」
と
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
に

な
っ
た
。
今
後
も
早
稲
田
の
枠
を
超
え
た
編
集
を
す

す
め
た
い
が
、
や
は
り
基
本
は
一
般
会
員
・
会
友
投

稿
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
体
制
も
と
と
の
っ
た
。
こ
れ
で

会
報
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
、
情

報
発
信
ツ
ー
ル
が
三
メ
デ
ィ
ア
そ
ろ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
あ
と
は
コ
ン
テ
ン
ツ
集
め
、
こ
れ
も
会

員
・
会
友
の
ご
協
力
に
期
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

台
湾
と
日
本
人
と
の
関
係
も
、
湾
生
か
ら
会
社
や

ら
姻
戚
関
係
、
留
学
に
い
た
る
ま
で
老
若
男
女
さ
ま

ざ
ま
、
目
的
も
政
治
・
経
済
・
文
化
・
学
問
い
ろ
い

ろ
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
台
湾

と
向
き
合
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
背
景
と

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
う
。 

本
の
紹
介
が
や
や
多
か
っ
た
気
も
す
る
（
六
冊
）。

会
報
は
書
評
紙
で
は
な
い
の
で
反
省
し
て
い
る
が
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
今

後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
い
。
台
湾
本
と
い

う
と
、
以
前
は
ど
う
し
て
も
中
国
と
の
関
係
か
ら
語

ら
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
台
湾
固
有
の

歴
史
認
識
を
基
盤
に
、
そ
れ
も
一
般
読
者
向
け
に
書

か
れ
た
も
の
が
増
え
て
い
る
と
思
う
。 

今
年
は
校
友
会
創
立
百
二
十
五
周
年
。
年
次
稲
門

会
は
じ
め
、
多
く
の
稲
門
会
が
組
織
さ
れ
つ
つ
あ
る

と
聞
く
。
当
会
も
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
会
員
・
会
友
、

ま
た
台
湾
関
係
者
に
と
っ
て
も
な
く
て
は
な
ら
な

い
日
台
稲
門
会
を
目
指
し
た
い
。（
齋
藤
） 

『台
湾
と
い
う
新
し
い
国
』 

「
私
は
、
な
ぜ
日
本
国
民
と
な
っ
た
の
か
」

「
宋
家
王
朝
（
上
・
下
）
」
―
―

中
国
の
富
と
権
力
を
支
配
し
た
一
族
の
物
語
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小
野
間
恒
夫 

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
南
湖
五
―
一
五
―
五 

電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
６
７
（８
３
）２
６
１
１ 

早
稲
田
大
学
校
友
会 

日
台
稲
門
会 

行
政
書
士 

稲
門
会 

大

嶋 

武 

〒352-0021 

埼
玉
県
新
座
市
あ
た
ご
三
―
一
―
一
一 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
８
（４
７
７
）３
３
７
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
８
（４
７
７
）３
３
７
４ 

携
帯 

０
９
０
（８
３
０
８
）３
６
０
４ 

早
稻
田
大
学
オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー 

講
師 

早
稲
田
大
学
台
湾
研
究
所 

客
員
研
究
員 

岩

永

康

久 

〒162-0041

東
京
都
新
宿
区
早
稲
田
鶴
巻
町
五
三
一

早
稲
田
大
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー120-1

号
館 401

号
室

電
話
０
３
（５
２
７
２
）６
１
９
２ 

内
線
３
０
１
０ 

早
稲
田
大
学
校
友
会 

日
台
稲
門
会 

顧 

問 

井

村

晃

也 

東
京
都
小
金
井
市 

貫
井
南
町
五
―
二
一
―
一
一 

日
台
稲
門
会 

一

色

 

徹 

神
奈
川
県
藤
沢
市 

鵠
沼
桜
が
岡
三
―
一
三
―
一
一 

E
-m

ail : isshiki36@
jcom

.hom
e.ne.jp 

早
稲
田
大
学 

台
湾
研
究
所 

〒162-0041

東
京
都
新
宿
区
早
稲
田
鶴
巻
町
五
三
一

早
稲
田
大
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー120-1

号
館 401

号
室

電
話
０
３
（５
２
７
２
）６
１
９
２
（内
線
３
０
１
０
）

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（３
２
０
８
）８
５
３
０ 

E
-m

ail : xxchiang@
w

aseda.jp
 

日
本
ホ
ー
ス
金
具
工
業
会 

 

常
務
理
事 

北

村

友

雄 

〒105-0004 

東
京
都
港
区
新
橋
六
―
十
一
―
十
三 

つ
ゆ
き
ビ
ル
二
階 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
（３
５
７
８
）８
３
２
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
（３
５
７
８
）８
３
２
２ 

E
-m

ail : jhca@
aurora.ocn.ne.jp 

http://w
w

w
.jhca.gr.jp/  

日
台
稲
門
会
幹
事 

神

田

正

治 

E
-m

ail : kanda0386@
star.ocn.ne.jp 

株
式
会
社
デ
ジ
タ
ル
ス
ケ
ー
プ
・ 

宝
塚
造
形
芸
術
大
学
教
授 

川

村 

順

一 

〒226-0006

横
浜
市
緑
区 

白
山
一
―
八
―
一
―
一
〇
八 

E
-m

ai : jkaw
am

u1@
ybb.ne.jp

 

加

藤

 

博 

東
京
都
小
金
井
市 

貫
井
南
町
五
―
一
四
―
一
〇 

電
話
０
４
２
（３
８
６
）３
９
７
３ 

白

鳥

和

夫 
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
浜
須
賀
一
〇
―
五
二 

電
話
０
４
６
７
（８
２
）６
８
８
４ 

ア
ジ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

阪

根 

嘉

苗 

〒141-0021

東
京
都
品
川
区 

上
大
崎
二
―
一
〇
―
三
四
―
四
―
九
〇
八

E
-m

ail : sakane@
asian-bridge.com

日
台
稲
門
会
・稲
門
乗
馬
会 

齋

藤

 

晃 

東
京
都
新
宿
区
新
宿
六
―
二
五
―
十
五 

E
-m

ail : akira_stj@
hotm

ail.com
 

早
稲
田
大
学
商
議
員 

横
浜
校
友
会
顧
問 

近
藤
良
三
郎 

〒222-0037

横
浜
市
港
北
区 

大
倉
山
五
―
七
―
一
―
五
三
〇 

電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
５
（５
４
４
）７
５
３
６

輿

石

邦

豊 

〒152-0002

東
京
都
目
黒
区 

目
黒
本
町
二
―
一
九
―
七 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
（３
７
１
０
）１
６
６
９ 

携
帯 

０
８
０
（１
１
３
７
）４
４
５
７ 
E

-m
ail : kn.koshiishi@

w
ing.ocn.ne.jp 

日
台
稲
門
会
幹
事 

渡

邊 

義

典 

〒204-0021 

東
京
都
清
瀬
市
元
町
二
―
二
六
―
二
五 

E
-m

ail : w
atanabe.yoshinori9@

gm
ail.com

 

早
稲
田
大
学
校
友
会 

日
台
稲
門
会 

渡

邉

光

治 

千
葉
県
市
川
市
福
栄
四
―
一
七
―
七 

電
話
０
４
７
（３
９
６
）２
１
９
６ 

華
隆
機
器
工
廠
有
限
公
司 

董
事
長 

廖

朝

欽 

廠
址 

台
中
市
豊
原
市
圓
環
北
路
二
段
三
五
九
號 

電
話
０
４
（５
２
２
）３
８
８
５ 

真
鍋
藤
正
税
理
士
事
務
所 

高
座
日
台
交
流
の
会
副
会
長 

日
台
稲
門
会
監
査
役 

真

鍋

藤

正 

神
奈
川
県
大
和
市
中
央
五
―
十
三
―
五 

電
話
０
４
６
（２
６
４
）３
０
５
０ 

日
台
稲
門
会
幹
事 

西

本

 

誠 

〒158-0091

東
京
都
世
田
谷
区 

中
町
二
―
三
二
―
一
五 

セ
ボ
ン
上
野
毛
一
〇
七 

E
-m

ail : m
.nishim

oto@
akane.w

aseda.jp 


